4 土地利用
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５） Densely Inhabited Districtの略
人口集中地区のこと。国勢調査において設定される人口密度が1haあたり40人以上、人口5,000人以上の地域で、実質的な都市地域を表す。
表1-20　高石市全域における土地利用区分別面積比率
	一般住宅地
	商業地
	工業地
	普通緑地
	農地
	山林
	水面
	道路等
	その他

	40.9%
	2.8%
	40.6%
	5.6%
	2.6%
	0.0%
	0.2%
	4.7%
	2.6%
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[image: image10.emf]表1-23　都市公園整備状況

箇所数 (ha) (㎡/人) (㎡/人)

街区公園 36     3.72    0.60    0.54   

住宅基幹公園 近隣公園 1      2.10    0.34    0.52   

地区公園 2      7.30    1.17    0.39   

総合公園 - - - 1.56   

運動公園 - - - 0.66   

風致公園 - - - 0.40   

動植物公園 - - -

特殊公園 歴史公園 - - -

墓　　園 - - -

その他公園 - - -

広場公園 - - -

広域公園 1      26.30   4.23    0.83   

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ公園 - - -

緩衝緑地 1      8.10    1.30   

都市緑地 6      0.20    0.03   

緑　　道 - - -

都 市 林 - - -

国営公園 - - -

47     47.72   7.67    4.90   

都市基幹公園

大規模公園

合　　　計
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図1-12　高石市土地利用状況
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図1-14　土地利用の変遷
5 景観形成・緑化及び歴史・文化
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６） 古墳時代中期後半（5世紀後半）の掘立柱建物群
高石市は、古来より歌人が万葉集にその地名を読み込んだほど、古くから文化が栄えた地域であります。さらに、上古に百済の博士、王仁（わに）がその一族の工芸技術家たちをつれて来朝した関係で、本市大工村（現在の高師浜の一部）の村民の大半は大工を家業として、明治維新までは京都御所の内匠（たくみ）寮の支配下にありました。他の村民は農業･漁業を営み､風光明媚な農漁村として大きな盛衰も見ずに近世に至っています。市内には、昭和10年度から国の施策として文化庁所管で発足した登録文化財制度により、文化庁から登録文化財として平成12年に認定された民家2軒があります。

　・井上良尚邸　　　江戸後期の庄屋屋敷

　・赤木宗成邸　　　大正末期から昭和初期の日本家屋と洋館

また、綾井専称寺は戦国時代の城跡であり、今も城蹟山と名付けられています。伽羅橋駅前一帯は、建武中興の時、三光国師に建設された大雄寺という七堂伽藍の寺院が存在した場所でもあります。一休禅師が堺にくる度にここに立ち寄り、詩を残しています。古くから歌に詠まれた高師浜は、白砂青松の風景を誇っていましたが、今は臨海工業地帯に変貌しています。

高石市の町並み


芦田川流域周辺では古くから文化が栄え、市内最大の大園遺跡からは多くの遺構や遺物が出土しており、誇るべき歴史文化遺産となっています。しかし、国や大阪府・市が指定する重要文化財はありませんが、市内最大の大園遺跡をはじめとする14の埋蔵文化財包蔵地が存在しています。

表1-22　高石市文化財一覧表
[image: image3.emf]1 　紀州街道 13 　富木南遺跡

2 　熊野街道（小栗街道） 14 　大園古墳

3 　伽羅橋遺跡 15 　富木車塚古墳

4 　伽羅橋東遺跡 16 　無名塚古墳

5 　羽衣砂丘遺跡 17 　専称寺（綾井城趾）

6 　羽衣海岸遺跡 18 　高石神社

7 　日明山遺跡 19 　大鳥羽衣浜神社

8 　水源地遺跡 20 　等乃伎神社

9 　大園遺跡 21 　伽羅橋

10 　綾井東遺跡 22 　大雄寺跡

11 　綾井今池遺跡 23 　沼間日向守城趾

12 　取石遺跡 24 　取石池跡
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※芦田川流域内に存在する施設を赤枠で示す。　　　


図1-15　文化財位置図
6 交通
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図1-16　改修計画区間の交通網図
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上流域は、古くは日本陸軍の演習地として、その後は自衛隊の演習地として利用されています。鶴田池より下流の沿川では、高度経済成長に伴い市街化が進展し、現在ではほぼ全域にわたり人口集中地区（DID５）地区）となっています。


大阪府が行った平成22年度都市計画基礎調査結果によると、高石市における土地利用状況は、一般市街地40.9％、工業地40.6％、普通緑地5.6％、道路等4.7％、商業地2.8％となっています。
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高石市土地利用状況





図1-13　ＤＩＤ地区変遷図
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平成22年地形図
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高石市内の沿川では、戦前は緑の多い閑静な住宅地でありましたが、戦後の著しい高度経済成長に伴う市街化の進展により、昔の面影がわずかに残るのみとなりました。現在は、工業専用地域として造成された臨海工業地帯と内陸部の住宅地がそれぞれ独自の景観を形成しています。


高石市内では、国や大阪府・高石市が指定する重要文化財はありませんが、市内最大の大園遺跡６）からは多くの遺溝や遺物が出土していることから、古くから文化が栄えていたことが窺えます。





表1-21　都市公園整備状況





井上良尚邸





赤木宗成邸





鉄道路線は、高石市の東部をJR阪和線、西部を南海本線がそれぞれ南北方向に縦断し、東西方向にはJR阪和線の支線であるJR羽衣線が通っています。また、南海本線の支線である高師浜線が南海本線羽衣駅から沿岸部に向けて通っています。JR阪和線及びJR羽衣線、南海本線、南海高師浜線の6駅は、いずれも大阪の中心部まで約20分で達する便利な位置にあります。


また、道路網では、幹線道路として国道26号、府道大阪臨海線、府道堺阪南線、府道大阪和泉泉南線が高石市内を南北方向に縦断し、東西方向には府道泉大津美原線、府道信太高石線、府道高石北線、市道伽羅橋筋が横断しています。
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